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『雑誌のふろくの使い道』

　図書館で購入している雑誌にはふろくがついてくること
があります。小さめのバッグ・化粧道具・筆記用具・乳幼
児向けの絵本など雑誌によって様々なふろくがついてきま
す。
　こういったふろくを沼田町図書館ではどのようにしてい
るかというと、図書館ミニミニフェスタや本の福袋を貸出
する時にお渡ししています。本を借りてふろくももらえる
とあって、ちょっとお得な気分になる利用者が多いようで
す。
　紹介したふろく以外にも女性誌によくついてくるもの
で、化粧品のサンプルがあります。
　このサンプルについては、イベントではない時に本を借りた方で希望される方にお渡ししていま
す。（残って古くなったサンプルについては図書館で処分しています）
　化粧品関係のふろくをお渡しする時は図書館だよりでお知らせしていますので、興味のある方はぜ
ひ図書館だよりをチェックしてください。
　ふろくの数には限りがあるため町民全ての方へお渡しすることはかないませんが、図書館で雑誌の
ふろくを配布している機会があるということを知っていただければと思います。
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図書館にある本をインターネットで検索できます。検
索は、下記の URL か QR コードからどうぞ。
http://opac-numata.lib-wa.net/
web_opac/simple_search.php

家から図書館の本を検索しよう

≪一般書≫

君のクイズ　　　　　　　　　　　小川　哲

月の立つ林で　　　　　　　　青山　美智子

朝星夜星　　　　　　　　　　朝井　まかて

よき時を思う　　　　　　　　　　宮本　輝

東大に名探偵はいない　　　　　市川　憂人

中国の伝統色　　　　　　　　　　　郭　浩

古生物学の百科事典　　　　日本古生物学会

≪児童書≫

放課後の読書クラブ　　　　　小手鞠　るい

晴さんのにぎりずし　　　　　　佐川　芳枝

どこでもタクシー　　　　　　鈴木　まもる

鳥は恐竜だった　　　　　　　鈴木　まもる

ねずみくんはカメラマン　　　　上野　紀子

みどりの森のなかまたち　　たかどのほうこ

　柊一は大学時代の友人と従兄と一緒に山奥
の地下建築を訪れた。そこで偶然出会った三
人家族とともに、地下建築で一晩過ごすこと
になる。
　翌日、地震が起きて、扉が岩でふさがれて
しまう。さらに建物に水も入ってきて水没の
危険性が出てきた、そんな時に殺人が起こっ
た。
　誰か一人が犠牲になれば脱出できるが……。
2023 年本屋大賞ノミネート作！


